
理で説明できるという考え方 (自己家畜化)が,ひろく

認められるようになったのである｡

ところが,ヒト化の現象中,もっとも重要と考えられ

る大脳化について,Herreが家畜化について得たデータ

ーは,むしろ逆の関係を示す｡つまり,偶蹄類･肉食類

･家愈籾等の野生種･家畜種について,比較を試みたと

ころ.ほとんど例外なく家畜種の脳は,野生種にくらべ

ると,容皿･形態ともに減少･単純化しており,とくに

後頭炎や日と耳に関係する領野の退化がいちじるしい｡

脳回や油のnl純化は,大脳の灰白質部の減少を意味し,

それと閃迎して神経細胞の密度も減少している｡この傾

向は動物の柾矧こ関係なく,家畜化の一般現象として山

現し,家畜は野生種にくらべて,脳 ･中枢神経系が低質

化するということができる｡

しかしながら,ヒトの場合,同じ人為的条件下といっ

ても,家畜化とは逆に,文化度が増し,生活が人相的に

なればなるほど,脳は低質化どころか,生物界でも異例

の大脳化をなしとげたのである｡

この事梢を Herreは,次のように脱明する｡家畜化

つまりStammart(家畜のもとになる野生種)から,人

為条件下で派生する家畜への諸変化は,生物自然君羊が自

然環境下で適応的に進化するのとは質的に異なる｡だか

ら,家苗化にみられる脳の低ff化は,系統発生的価値に

乏しく.ヒト化現象 hominizationには通用できない｡

また家畜化に附砧する脳の低ff化は,もっとも重要な形

矧 こ叫 ､て,ヒトにあてはまらないところから,｢自己
家畜化｣の考え方に批判的である｡

ここで,すでに述べたヒトと動物一般の環境について

の,fl的4日只に目を向ける心安があろう｡

家畜は胃柾上の意図から,Stammart以上に,そのZn

墳 (-扱能系)は単純化され,食性･生砥 ･誼身等.坐

存上もっとも根元的な条件が人為的にコントロールされ

ており.必然的に退勤器系･感覚器系･神経系･内分泌

系の低質化や,行動様式･心理･習性などに大きな変化

を来す｡

ところが,同じ人為的条件下 (-文化的条件下)とは

いえ,ヒトの場合は,自然に受動的に適応するだけでな

く,みずから自然を改変することにより適応し,その人

為的 (-文化的)環境ないし扱能系は,いちじるしく拡

大され (Storch),かつ質的に転換されている (江尻

1971)｡

つまり,家畜の場合,機能系は人為的に,より単相化

され閉鎖的になったが,ヒトの場合は逆に多相化し.鰭

動的･開放的扱能系を形成するに到ったわけで,その原

因はすべて,文化のもつ扱能に帰し得る｡ このような扱

能系のrPでは,大脳は低質化どころか,異常に発達する

のは,きわめて理解し易いことであり,家畜学で使用す

る ｢家畜化｣の概念では,包括し得ない現象であるO

蛇足ながら,bominization を,一般の primate

evolutionと区別してとり扱うべき,根本的理由も,実

は上記と同じ点に存すると云うことができよう｡

ヒト化現象の諸問題総括

春 原 志 勢 (立教大 ･一般教育)

直立二足歩行,自己家畜化現象という問題は.ヒト化

現象を考察する上で,古くて新しい課題である｡直立二

足歩行については,前半は波辺毅氏が諸説の紹介をし,

後半は冨田守氏が実験的研究の成果を披露した｡自己家

畜化現象については,江原昭尊氏が論じた｡当初の予定

では,時夫利彦氏が大脳化現象について検討する予定で

あったが,同氏がたまたま舶康を害されたために,これ

についての論談は割愛せざるを得なかった｡

*Ltl立二足歩行はヒト化現象のうちでももっとも韮本的

な問題であり,自然人類学者の研究努力の相当部分がこ

れに注がれてきた｡ したがって, これまでの研究の整

班,検討が必要である｡波辺氏の試みは至極適当なこと

であり,あらためて諸説の多様さにおどろかされる｡も

ちろん,結論を得ることは難かしい｡直立二足歩行の成

因として,今西錦司氏は,追加発言で,子どもが自然に立

ち上がり,正立歩行を完成していく現象を強調したが,

北原隆氏は,狼少年の例をひいて,直立二足歩行を学習

によるものとした｡

富田氏は直立二足歩行の成因を火映的にしらべた｡同

じ四足動物でもサルはイヌなどとちがい,後肢に休Ⅲの

負荷が移っていることを明らかにした｡また,)Ji･行の際
の足配りにも差があることを認めた｡岩本光雄氏は,人

類が放入校の姿態を真似して渉けば,やはり政人独的な

突放結果を得るのではないか,と興味ある追加発言をし

たが,しかし,問題は,人類がそのような姿態をすると

いうことは,骨格筋肉の構造からいって無理であり,運

動効率も低いであろう｡

江原氏より,人矧 こみられる,しっかりした足とりの

二足捗行はサルには不可能であるとの発言があった｡こ

れは自転串乗りの場合,ごくゆっくり駆らせる方が技術

的に難かしいということからでも容易に理解できよう｡

この3Ji夫は,中枢神経の発達と密はに結びついている｡

つまり,本来不安定な直立姿勢を維持しつつ,片足で立
ち,別の足を着実に前方に出す動作のくりかえしを容品

にやってのけるということは,大脳における迎臥 .Tu:妬

党,平衡の各中枢がごく高度に発達していることをもの

がたるものである｡したがって人類のZLl一行では,多良の
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桁力を失うことなく,余裕がみられる｡大脳化琴は とい

うと,訳しも.人相の知憶が只冊に先述していることを
思い浮べる机 視純な枝川からなる人体を71'J''僻かつ巧妙
に支配するこれら小柄のFG皮の先述をも考えなければな

るまい.さらに光汀捜川なども介めて,山川神経系や内
分泌系におけるヒt.化琴線 をもとり上げて考える必要が

あろう｡また.純休抑まnlTi乳糊で発退しているが,人知

の15,rl,･公.以前印にもこれが光速していることが観察され

ており,このことは召lTi,栽情との関連で重要な意味が
あろう｡こういう)1は､らみても,大脳化現象についての

論談がやむなく中止されたことは残念である｡

臼己'.矢部化現象という用語は,入獄を累描するにあた

って,いいえて妙な語である｡しかし,私たちはこの言

吉75をいささか混用しているきらいがあり,江原氏がそれ

を批判したのは正しい｡これに対して談論が沸騰した

机 それこそ同氏の口r仰こかなったことであった｡これ

にかわるべきmmの可否.忠剛liや人工化の内容の吟味

L̂.T;が問皿になった｡なれ ～r.TJ,ri氏が主張したように,人

yl･:?捌まI文辞jモ(rllこのそれはあまりに生超と結びつい

ており,それだけに Dr.lIcrrcの文机が強lU.'dされるべ

きであろう)の成兜を充分itiu:べきであろう｡

ヒト化呪.rAは,･TF批動物の迎化における locomotion

の歴史と,それに仲なう神附′r:M所1;rrLi移動のはfuと密接

に結びつき,その相似だともいえる｡ヒト化呪淡の地史
はそれらとはちがった形で広関するが,やはり,ふりか

えって動物界における一現象という田でも,冷iJ'削こ牧水

実験をくりかえすとともに,いよいよ研ぎすまされた研

脳をもって理論的分析を行うべきであろう｡

なお,上記以外にも伊藤君吉昭,馬場悠93,波辺仁,河

合雅雄,藤岡苔愛氏はかからも発言があった｡
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